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１項目めは、「自治体の財政健全化法案」について。
去る３月９日、政府は午前の閣議で、自治体の新たな再建法制となる「地方公共団体財政健全化法案」を決定し、同日、国会に提出しました。この法が成立・施行されると、これまで現行法には「実質赤字比率」のみの基準で、早期是正を促す機能がありませんでしたが、財政４指標の導入により、早期健全化を図ることが出来るようにするものです。
　２００７年度から公開を義務づけられる４指標は、普通会計の収支に関する「実質赤字比率」、公営事業会計も合わせた「連結実質赤字比率」、公営企業債なども含め一般財源規模に対する公債費の割合を示す「実質公債費比率」、公社、第３セクターなども加えた実質的負債に関する「将来負担比率」です。
この指標のいずれかが一定の基準以上に悪化した場合、破綻を未然に防止するための「早期健全化」段階に移行し、財政健全化計画の策定が義務付けられ、総務大臣や知事への報告も求めるとなっています。数値が更に悪化すれば破綻とみなさら「財政再生団体」に移行となります。
さて、市長にお伺いします。庄原市の財政状況からして、この法案に対してどの様に考えておられますか。現時点での４指標については当然把握されていると思いますが、どの程度なのか、出来れば具体的数値をお聞かせねがいたい。

【追加質問】
①「早期健全化」段階にならなくても、透明性の更なる確保の為に、公認会計士等による外部監査の充実等、監査機能の強化を求める。
②以前から市長が言われていますが、自治体経営ということ、経営するということだと思います。
　

２項目めに、西城市民病院の経営改革についておたずねします。
現在、経営コンサルタントを入れて「経営診断」をされているそうですが、その進捗状況をお聞かせいただきたい。そして、どこをどの様にして、どの様な病院にされようとしておられるのか、最高経営責任者としての市長のお考えをお伺いしたい。

【追加質問】
① 母体の自治体そのものが破産寸前になっているのに、西城市民病院がこれまでと同じような経営のあり方でいいのか。病院は変わらなければならない。
　病院長や管理者は職員に徹底して経営分析や経営情報を開示すべし。
② 経営責任を明確にすべし。役所も議会もこれまで本気で病院の将来を心配していないことが、赤字体質を生んだ。
③ 病院の方向性は、特化するのか。「この病院は存在する価値がある」と認めてもらうには、医療施策を明確に打ち出すことが不可欠。

 

３項目めは、医師通勤ヘリについておたずねします。
先般、議員有志により開催された「長隆先生　講演会」で、長先生がお話くださった、医師を都市部から辺地医療機関に運ぶ、所謂「医師通勤ヘリ」の導入の可能性についてお聞きしたい。
　年間ヘリチャーター料金は、約７０００万円で、庄原市だけでなく県北部医療圏域での借り上げならば、相当に負担金も少なくなるのではと考えられます。
　あまりにも唐突な質問ではありますが、医師の確保の為には、そろそろ発想の大転換も必要ではないでしょうか。
　市長のお考えをお聞かせください。

【追加質問】
① ヘリの購入や運航する会社について、どの程度検討されたのか。
② 前例がない、検討しますとうことは、勉強していない証拠
③ 民間会社がやったら運営補助をだすのか

 

４．自治振興区の将来像についてお聞きします。
　施政方針演説１４ページにある、「まっとるよ！庄原定住プロジェクト」新規事業の、「ひとつには、云々」で始まる内容について、新聞報道が先行していますが、もう少し具体的にお聞かせいただきたい。特に市職員の応援の仕組みをお聞きしたい。

【追加質問】
① 自治振興センターに移行して間がないものに、過度の事業を押し付けることにならないか

